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異常寒波とツグミの越冬数

松岡茂１

はじめ に

鳥の採食行動や生活は気象条件によって大きく影響を受ける（Grubbl975)．積雪は，
地上をおおいまたそれと同時に地上の餌もおおってしまう．そのため，地上で採食するこ

との多い鳥は，積雪によって大きな影響を受けると予想される．例えば，シジュウカラは

冬期間地上で採食することが多くなるが（Hartleyl953,Gibbl960)，積雪量の多い北海

道の森林では冬期間シジュウカラの数が減少する傾向がみられる(松岡1971,石城ら1973)．

また，ツグミは北海道･本州などに冬鳥として渡来するが(日本鳥学会1974),シジュウカ

ラの場合と同様に北海道では厳冬期に数が減ることが知られている(藤巻1973,1980).こ

れに対し，積雪がほとんど見られない関東地方では，ツグミの越冬数に変動は認められる

ものの,北海道の場合と違って特に厳冬期に数が減る傾向はない(唐沢1971,高橋1976)．

1983-84の冬は，異常に寒い冬であった．関東地方でも例年になく何回も降雪を見，ま

た積雪量も多かった．この冬の積雪が鳥たちにどのような影響を与えたかを明らかにする

ため，ここでは特に積雪の影響が大きいと思われるツグミの数の変化について報告する．

本文に入る前に，本文を校閲して下った農業研究センター鳥害研究室中村和雄室長およ
び降雪や積雪のデータを閲覧させて下さった高層気象台･観測第１課に感謝の意を表する．

調査地および方法

茨城県筑波郡谷田部町に所在する農業研究センターと農業環境技術研究所構内で鳥のセ

ンサスを行った．樹種や樹高が異なる６カ所の防風林や林，それに草地１カ所の計７カ所

にセンサスルートを設定し，そこに出現するツグミの数を記録した．センサスは，２週間

に１回ずつ，1981年秋から1984年春までの３冬について行った．

積雪量については，農業研究センターから北東へ約41,ｺ離れた所にある高層気象台での

観測データを用いた．

結果および考察

センサスの結果は，各センサス区でのふれが大きかったので，７カ所で記録されたツグ

ミの合計羽数で表した(図１)．ツグミは，筑波にはほぼ６カ月間滞在する．センサスを行

った３冬とも１１月初旬のセンサスで初めてツグミが記録され，また最終の記録も３冬とも

４月下旬であった．

1981-82年のツグミの数はほぼ10羽を中心に変動し，３月中・下旬に数の増加がみられ

た．1982-83年は，１２月中旬から１月初旬にかけて，多くのツグミが記録されたが，全体
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としては８－９羽を中心に推移した．これに対して'983-84年は12月中旬までは比較的多

数がみられたものの，１月に入ると減少し，さらに２月中旬からは，２－５羽しか観察さ

れなくなった．この数は前２回の冬の記録の半分以下であった．

1983-84年におけるツグミの越冬数のこのような減少は，この冬の異常な降雪および積

雪に起因するものであろうと考えられる．降雪日数は81-82年が７日，82-83年が３日で

あったが，83-84年は24日にも達した．このうち５cm以上の積雪をもたらした降雪は81-

82年に１回(６cm)，82-83年には0回であったが，83-84年は５回もあった．しかも，こ

のうち84年１月19日（１３cm）と２月17日（22cm）の降雪量は多く，その後１週間以上も積

雪ありとして記録された．

こうした積雪は，ツグミの採食場所を限られた部分へと限定する．上記センサスとは別

に農業研究センター構内でのツグミの分布を調査したところ(図２)，２月17日の大雪の前

日には，ツグミはほ場のまん中でも観察されたが，２月18日にはツグミは防風林とその南

側の道路でだけ観察された．防風林の構成樹種はマツであり，林内の積雪量は裸地に比べ

て非常に少ない．また，防風林の南側道路は，最も早く雪どけがはじまる所であった．ツ

グミは雪の種もっている所を明らかに避けているように思われた．

このような地上の採食場所の制限に加えて,防風林の構成樹種がマツということもあり，

樹上での種子の採食は，調査地では見られていない．そのため，この地域での積雪はツグ

ミにとってはかなり厳しい条件となることが予想される．北海道では，一般に広葉樹林が

少なく，鳥類群集に占める冬鳥の割合は少ない(藤巻1970)．しかし道南地域の広葉樹林

では,種子食の烏が,北海道の他の地域に比べて多く残留する場合があり(石城ら1973)，
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図1．ツグミの個体数の季節変動

Fig.1．Seasonalchangesinthenumberof血沈“”""､α""Z．
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図2．農業研究センターほ場における大雪の前後のツグミの分布．

Fig.2．Distributionofn"ｶｲｓ〃””"邦jbefore(16.11)ａｎｄafter(1811）aheavysnow‐

fall．

積雪があっても餌が十分にあればそこで越冬できることが示唆されている．また，筑波で

は1983-84年の冬は例年に比べて平均気温も低かった(松岡1984)．しかし，より温度の

低い北海道でも少数ではあるがツグミが越冬していることから，低温が越冬数の減少に直

接関与している可能性はうすいと考えられる．

積雪量とツグミの越冬数の減少との関係について，この報告では積雪量の増大が越冬数

の減少に関与していることを示唆したが，今後の継続調査と各地でのデータ集積が望まれ

る．

要約

茨城県谷田部町に所在する農業研究センターおよび農業環境技術研究所構内で，1981-

84年の３冬の間，ツグミのセンサスを行った.1983-84年のツグミの数は１月以降減少し，

前２冬の数の半分以下になった．この年は異常気象で，降雪も多かった．積雪期間中のツ

グミの採食場所は，防風林とその周辺に制限された．このような1983-84年のツグミの数

の減少は，低温によるものではなく，穣雪に起因するものと考えられた．
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BirdcensusworkforthreeyearsintheTsukubaareaindicatedthat”7zﾉ"ｓ”脚刀､α”i

stayedtherefromearlyNovembertolateApril、1,1983.84thenumberofwintering

individualswaslow,lessthanonehalfasmanyasinthewintersofl981-82andl982-83､A

coldwavehitJapaninl983-84andinTsukubathegroundwasunusuallycoveredwithsnow

formanydays,ThesnowrestrictedthefOragingsiｔｅｓｏｆＺ沈施力“”脚"､zz”iincropfields

andtransferredthemtoconifershelterbeltsandtheroadwheresnowmeltedbutlittlefood

occurred・Ｔｈｅｄｅｃｒｅａｓｅｉｎｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆ逓施“”z”､α"”duringthecoldwaveis

discussedanditissuggestedthatthedecreasewasrelatedtothesnowfallratherthanlow

temperature．
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